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第５学年 総合的な学習の時間 学習指導略案 

 

１ 主     題  スマホ・ネット人権教室 

２ ね  ら  い  チャットや動画、ゲームで起こりそうな場面について考え、情報技術のリスクと 

活用の仕方について学ぶ。 

３ 人権教育の内容  人間関係の活性化３―(２)―ア 

４ 展     開   

 

学習活動 主な発問と予想される反応 指導上の留意点 

１ 情報技術の上手な活用とリ   

 スクついて考える。 

 

 

 

 

 

 

２ チャットでのコミュニケー 

ションのリスクを考える。 

 

 

３ 長時間使いすぎてしまうリ

スクについて考える。 

 

 

 

４ 対面でのコミュニケーショ  

 ンの良さについて考える。 

 

 

５ 本時の学習をまとめ、ふり返 

りをする。 

○ 自分に起こりそうなことは

どれだろう。 

・ 長時間利用 

・ 高額課金 

・ チャットでけんか 

・ 歩きスマホ 

 

 

○ どのくらいのリスクがある

か考えてみよう。 

・ うわさ話 ・ グチ 

・ 注意 

○ どのくらいのリスクがある

か考えてみよう。 

・ グループのSNS ・ 動画 

・ ネット ・ ゲーム 

 

○ 対面で話していたらどうだ

ったか、また、伝え方で気を付

けることは何かを考えさせる。 

 

○ 今日の学習でどんなことを 

学びましたか。 

 

○ 自分に起こりそうなことを 

横軸に、被害が大きそうなこと 

を縦軸に記入させる。 

○ 書く位置を確認していく。 

 

 

 

 

○ グループで相談させ、友だち

との違いを意識させる。 

 

 

○ やめにくい理由を示す。 

 

 

 

 

○ 困った時には、相談できると

ころが多くあることや大人が

見守っていることを伝える。 

 

○ スマホ・ネットの便利さと危

うさについておさえ、学習をま

とめる。 

情報技術のリスクに対する友だちの意見から学ぼう。 
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